
 

 
 

長い夏休み期間でしたが、保護者の皆様におかれましては、お子さんへ「笑顔の”もと”」を

たくさん育んでいただきありがとうございました。また、個人懇談会にもお時間をつくってご参

加いただき、ありがとうございました。 

 

タガメの先生をめざそう！！ 
 

校長 井 戸 勇 治 

 

これは、夏休みの科学作品展に応募した５年生のAさんの作品タイトルです。タガメはいうまで

もなく絶滅が危惧されている日本最大の水生昆虫です。彼は、３年前からタガメの研究に取り組ん

できました。１年目は、「幼虫から成虫まで」の観察、２年目は「産卵から子育てまで」のタガメ

の一生を丁寧に観察して卵から孵化させるのに成功しています。３年目の今年は、タガメの越冬な

どについて、研究を深めています。分厚いファイル３冊に記録がまとめられています。私も読まさ

せていただきましたが、研究の内容や量に圧倒されました。そして、本当に虫のことが大好きで、

飼育しているタガメへの愛情がひしひしと伝わってきました。 

彼は越冬させるために冬眠セットを準備します。これまでの研究で水質が大事なポイントであ

るので、土づくりから始めるのですが水量調整に苦労しています。それでもくじけずに工夫をして

最初の壁を乗り越えました。さらにしばらくすると、飼育ケースの構造で改良を迫られる問題に当

たります。次々と難題に当たると心が折れてあきらめてしまいがちですが、彼は乗り越えていきま

す。タガメへの熱い思いがあるからこそだと思います。 

この冬眠セットでタガメは冬眠に入りましたが、やがて彼は冬眠中のタガメの体勢（体の向き）

に疑問をもちました。１ヵ月以上の観察を通して頭を下向きにして冬眠していることに気付きま

す。「なぜ頭を下向きにしているのか？」彼は解明に向けて、仮説を立てて実験に入っていきます。 

彼は今までの研究の成果を通して「タガメが呼吸不全になっている？」「えさの問題？」「飼育

の環境のせい（陸がない）？」「寿命のせい？」などの観点から実験を進めていきました。そして

最終的には、頭を下向きにして冬眠することが体力温存

のためではないかと結論付けています。 

紙幅の関係で、全部紹介できないことが残念ですが、

９月３日（土）に可児市福祉センターで児童生徒科学作

品展に展示されますので、ぜひご覧いただきたいと思い

ます。今回はAさんの作品を紹介しましたが、他にも「飛

行機の翼のひみつ」、「砂の研究と砂時計の製作」など

たくさんの力作を目にすることができました。ご家庭で

の温かい励ましやご助言があったことと思います。 

自分で問いを生み出し、これまでの経験・体験をもと

にしながら、解決に向かう姿こそこれからの社会に求め

られる力です。作品を通じて、その力を見せてくれている子どもたちが帷子小にいることを誇りに

思います。 

可児市立帷子小学校 
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日 曜 主な行事 

29 月 授業開始日（給食なし３時間授業 ） 

30 火  

31 水 全校あいさつデー  身体測定 2 年 ALT 

９ 月 

1 木 
愛の一声運動 身体測定(５・６年)  

ＡＬＴ 

2 金 身体測定（４年） ALT 

3 土 ◆科学･社会科作品展（福祉セ） 

4 日  

5 月  

6 火 SC 身体測定（３年） PTA 本部役員会 

7 水 身体測定（1 年） ぐんぐん 

8 木  

9 金 ペア遊び  

10 土   

11 日   

12 月 分団下校 

13 火 ALT SC 委員会 

14 水 
PTA アルミ缶牛乳パック回収  

わんぱく 

15 木 
全校あいさつデー ALT  

PTA 実行委員会 

16 金 宇宙プロジェクト 写真撮影 

17 土   

18 日   

19 月 敬老の日 

20 火 SC 

21 水 ぐんぐん ALT 

22 木  

23 金 秋分の日 

24 土    

25 日   

26 月  

27 火  

28 水 ぐんぐん ３年生校外学習 

29 木 ALT 全校５時間授業  

30 金  
可児市赤十字奉仕団（帷子分団） 

より雑巾を寄贈いただきました。 

ありがとうございました。大切に 

使用させていただきます。 

＜８・９月の行事予定＞ 

◎下校時刻の詳細については、「学年別 下
校時刻予定表」をご覧ください。 

※ SC：スクールカウンセラー来校日 

今年度も夏季休業中に職員研修会を複数行いまし

た。右の写真は、可児市スクールカウンセラーの 

スーパーバイザーから心理 

教育に関する研修を受けて 

いるところです。 

他にも救命救急研修では 

赤十字の方を講師に（写真左下）、ICT 教育研修では

サポート企業の方を講師に指導を受けました。また、

職員が講師となって教科指導の在り方について見識

を深める研修も行いました。（写真右下） 

「岐阜県家庭教育支援条例」に基づき、「早く家庭に帰 

る日（８のつく日）」と「家庭の日（毎月第三日曜日）」 

が「家庭教育を実践する日」となっています。 

家庭でのルールづくり（家族のよさ見つけ、家族で 

仕事を分担）、絆づくり（親子で食事、親子で体を鍛 

える）など、夏休みに実践していたことを継続したり、

新たな取り組みを考えたりして、家族の大切さや家族 

のあり方について感じたり、見つめ直したりするよい

機会にしていきましょう。 

【夏季休業中に職員研修】 

【家庭教育を実践する日（家庭の日）】 

【自転車条例：ヘルメットと保険加入】 

 岐阜県自転車条例では、10 月 1 日より「ヘルメッ

トの着用努力義務」及び「自転車保険の加入義務」が

施行となります。ヘルメット着用については、これま

で学校だけでなく、家庭でも繰り返し話をしていただ

いていることもあり、ほとんどの子どもたちが着用で

きるようになってきています。自転車保険加入につき

ましても、万が一の加害事故に備えて自分と被害者を

守ることになります。10 月 1 日を待たずに早めにご

検討ください。 

【雑巾を寄贈いただきました。】 


